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愛知大学情報メディアセンター － 62 － vol.22，No.1，2012
に惹かれて愛知大学に赴任した。最初の一年間は豊橋と車道で心理学を教えながら情
報教育の重要性を実感し，新校舎での準備に喧々諤々の議論をし，三好では情報教育
体制の充実に全力投球した。
 三好キャンパスの開設要員として赴任した身からすれば，それを棄てるのは身を切
られる思いであるが，ささしまで新しい時代の情報教育が模索され，更なる進化を遂
げることを期待している。この特集をしている機関誌の「COM」という名称は筆者の発
案であるが，computer, communication, communityの接頭辞で「共に」という意味が
ある。名古屋情報メディアセンターの伝統は皆でよく話し合いながら絶えず新技術に
挑戦するという進取の精神である。5学部が協同すれば新しい花が開くはずである。
